
 

 

 

 

 

 

４年１組 算数科 研究授業「四角形」 

６月２２日（木）３校時 ４年１組 算数科の研究授業が始まりました。本時のねらい

は、○あ～○おの四角形を辺の平行に着目して仲間分けし、台形と平行四辺形について知るこ

とです。 

授業は次のように進みます。１ 本時の問題を確認して見通しをもち、めあてをつか

む。２ 図形カードや PC（ジャムボード）を使って自力解決をする。３ 友達（ペア）

と意見交換をした後、全体で深め合う。４ 本時のまとめをする。 

 白南風小学校では『「できた」「わかった」「考えることが楽しい」子どもの思考力・表現

力の育成～国語科・算数科における主体的、対話的な深い学びを目指して～』を研究テー

マとして、授業づくりに取り組んでいます。 

 この研究テーマに迫るために 

 ・２の自立解決では、なかま分けの根拠を明確にさせること 

 ・３の意見交換で、児童の考えを深めさせると 

 ・PC の効果的な活用とは  

 などの視点をもって授業を仕組みました。 

 ４年１組の子供たちは、ノートや PC を使って活発に意見

交換をしたり、みんなに自分の考えを発表したりすることが

できました。このことは、研究授業後におこなった授業研究

会において授業の成果として共有しました。 
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２図形カードや PC（ジャムボード）を使って自力解決をしています。 １めあてをつかみます。 

３友達とペアを組んで意見交換をしています。 

４ノートにまとめます。 
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さらに研究テーマに迫るための視点等についてグループ協議→全体協議を重ねて本授業

の成果と課題について研修を深めました。 

子供たちに主体的対話的な学びを身につけさせるため

には、我々教師も「主体的対話的な学び」を自ら実践しな

ければなりません。 

今回が校内の授業研修のスタートとなりました。『「で

きた」「わかった」「考えることが楽しい」子供たちの思考

力・表現力の育成』をめざして、今後も授業研修を積み重

ねていきます。 

 

「いのちを見つめる」講演会 

６月１７日（土）にアルカス SASEBO でおこなわれ

た「いのちを見つめる」講演会に参加しました。 

講師は、数学者・タレント・大道芸人と様々な肩書を

もつピーターフランクルさん。演題は、「ワタシは一体 

ナニジンなんだろう」でした。 

講演が始まると思った途端、ステージの袖からクラ

ブが投げ込まれ、その後に大道芸人の衣装を身にまと

ったフランクルさんが登場。すぐさまジャグリングを

始めました。独特の登場スタイルに会場の誰もがあっ

けにとられている中、話が始まりました。 

フランクルさんはハンガリー生まれのユダヤ人。父

母ともに医者の家庭に育った。１９７１年国際数学オ

リンピックで金メダル。７７年には博士号取得。７９年フランスに亡命。８８年から日本

在住。国際数学オリンピックに日本代表を参加させることに貢献し、現在でも多数のメデ

ィアで活躍されている方です。 

講演を聞いて私が心に残ったことや考えたことがありました。 

１ 差別は人の生き方を大きく左右する。 

フランクルさんの父母は、ユダヤ人であるだけで、当時ナチスの勢力が拡大したハンガ

リーでひどい差別を受け、医者の職業も奪われ苦しい生活を強いられたそうです。フラン

クルさんも数学オリンピックで金メダルを取るほどの才能がありながらも大学での差別に

苦しみフランスへ亡命するきっかけになりました。彼はその後日本で才能を開花させまし

たが、生まれ育ったところではその力を発揮することはできなかったのです。何か悲しい

気持ちになりました。 

２ 上手に話し合い、仲良くできるこれが日本人の知恵 

日本が一番良いところは、「和を重んじること」「多くの国と仲良くできること」「平和の

ために貢献しているところ」という話がありました。世界の国々と仲良くしなければ必ず

損をする。日本がアラブの国とも仲良くしたように、上手に話し合っていけばいろんな国

と仲良くできる。これが日本人の知恵、いいところ。私にとって、日本が世界からどのよ

うに見られているのか、期待されているのかを考え直す話でした。 

 

父の教え「お前の財産は、頭と心だけ」を忘れず生きてきたフランクルさん。日本で大

活躍されていることでお父さんは安心されていることと思います。出身地国籍人種で差別

されない世の中が、才能豊かな人間を育てるのではないでしょうか。これからの日本がそ

んな世の中であってほしいとの思いを強くした講演会でした。 
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